
阪南大学×大阪大谷大学×UR都市機構×富田林市 連携

【仮称】KONGO Living Lab PROJECT

※Living Lab：
「生活空間（Living）」「実験験室（Lab）」を組み合わせた造語で、一般的には「新しい技術やサービスの開発」、いわゆるオープンイノベーションを「ユーザーや市民が生活する場で行う共創活動」

阪南大学

金剛地区をフィールドとした
研究・実践

大阪大谷大学

金剛地区をフィールドとした
研究・実践

UR都市機構

リソース（情報・場）提供
民間企業等とのパイプ機能

富田林市

リソース（情報・場）提供
地域等とのパイプ機能

【経過/目的】
・金剛地区のエリア価値向上をめざすUR・市と、より進んだ地域/
社会貢献、学生への生きた学びの確保をめざす両大学が、地区を
フィールドとした4者連携を進め、地区の再生・活性化につなげる

【内容】
・両大学による地区をフィールドとした研究・実践
・UR・市によるバックアップ
・4者によるモニタリングの実施
・まちづくり会議等を通じた地域との共有・連携

【たとえば…】
・研究・実践を通じた学生のまちづくりへの参画
・学生×地区住民による新たな取組
・コミュニティビジネスの創出
・地区が抱える課題解決に向けた研究成果の共有
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地区住民

金剛地区まちづくり会議
を中心とした住民主体取組
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エリア価値向上による地区の再生・活性化
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